
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 2007年 

１１月２０日 №９８７例会 
 

         『ガバナー補佐事前訪問』ガバナー補佐 山村陸人様 事務局 浜島光男様 

 
１． 点鐘 
２． ロータリーソング「我らの生業」 

３． ゲスト紹介 ガバナー補佐 山村
やまむら

陸
みち

人
と

様 事務局 浜島
はましま

光男
みつお

様 

４． ビジター紹介 
５． 伊藤篤様挨拶 
６． 会長挨拶 
７． 幹事報告 
８． 出席報告 
９． ニコニコＢＯＸ及び米山記念奨学会、ロータリー財団 
10．委員会報告 
11．本日の行事≪ガバナー補佐事前訪問≫ 

クラブ協議会開催 
12．点鐘 
 

◇文書受信のご案内 

① ［ロータリーの友事務所］………………………………………「友」インターネット速報№311 
［Rotary International］……………………2007-2008年度インターアクトクラブの皆さんへ 

② ［（財）ロータリー米山記念奨学会］…………………第７回米山功労者（ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ）宮嶋逸雄君 
③ ［ガバナー事務所］… 地区青少年育成基金助成金申請について・次期ガバナー補佐確認の件 
           ＣＬＰアンケート調査集計 

④ ［ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ 安川英昭］……………2008-2009年度ロータリークラブ諸資料の提出について 
⑤ ［伊那中央ロータリークラブ］…………………………… 事務局員・勤務時間変更のお知らせ 
◇例会変更のご案内は後ページ 

◇平成 19年 11・12 月の飯田東ＲＣの例会案内 

1. 11／27  988 ガバナー土屋磯司様公式訪問             担当＝会長・幹事 
2. 12／ 4 989 年次総会…次年度理事役員発表            担当＝会長・幹事 
3. 12／11 990 （夜間）年末家族会             担当＝親睦委員会・ＳＡＡ 
4. 12／18 991 外部卓話「山田安幸様」東京世田谷ＲＣ会員（大同通信工業㈱前社長） 
                               担当＝社会奉仕委員会 
 

－ 本日のMenu － 

鯛飯・御浸し・豚チゲ汁 

―

本日の行事 

例 会      

財タ ― リ 月団

場所＝シルクホテル 4Ｆ 
点鐘＝12：30ｐｍ 

お 知 ら せ 

ロ 間
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前例会記録 －Ｎｏ.９８６－11月 10、11 日（第 2土日曜） 

◇会長挨拶   

お伊勢さん(神宮) 
第１０代崇神（すじん）天皇の時代に、日本国中に疫病が大流行し、国民の半数が死亡するほ

どの猛威を振るいました。この国難は、宮中で祭祀している天照大神（アマテラスオオミカミ）

と倭大國魂神（ヤマトオオクニタマノカミ）の不仲によるものと思慮された天皇は、天照大神を

皇女豊鍬入姫命（トヨスキイリヒメノミコト）に託して祀らせ、倭大國魂神を市磯長尾市宿禰

（イチシノナガオチノスクネ）に託して祀らせ、占いの結果祟りをなしていることが判明した大

物主神（オオモノヌシノカミ）を太田田根子命（オオタタネコノミコト）に託して祀らせたとこ

ろ、ようやく疫病は収まりました。 
この一件以来、倭大國魂神は倭國（ヤマトノクニ）の大和（オオヤマト）神社に、大物主神は

倭國の大神（オオミワ）神社にて祭祀されることになりますが、倭國の笠縫邑（カサヌイムラ）

に祀られた天照大神は、当初豊鍬入姫命を御杖代（ミツエシロ）として各地を巡幸していました

が、老年になるに及んで、次の第１１代垂仁（すいにん）天皇の第四皇女・倭姫命（ヤマトヒメ

ノミコト）に引き継がれ、倭・丹波・紀州・吉備・伊賀・近江・美濃・尾張・伊勢の国々を、そ

れ以後約６０年の歳月を要して二十五回も遷宮を繰り返し、最終的に伊勢国の五十鈴川のほとり

に鎮座することになります。この遷宮は一種の軍事行進だったという説を唱える人もいます。 
豊受大神（トヨウケノオオミカミ）は、天照大神の食事を司る神様で、私たち日本民族の主食

であるお米をはじめ五穀豊穣、衣食住のめぐみを与えてくださる産業の守護神でもあります。豊

受大神は第２１代雄略（ゆうりゃく）天皇２２年（約１５００年前）に、天照大神の「お告げ」

によって丹波國（現在の京都府・天橋立付近）から、現在地に迎えられお鎮まりになりました。 
天照大神が笠縫邑から、二番目にお移りになったお宮が、丹波國の吉佐宮といわれています。

（７１３年丹波から丹後となる） 
吉佐宮に比定される神社は、籠神社、皇大神社、竹野神社の三ヶ所です。 
丹後における豊受大神ゆかりの神社は、籠神社奥宮真名井神社、元伊勢外宮豊受大神社、比沼

麻奈爲（ヒヌマナイ）神社などです。 
これら神社の中で元伊勢として、最も有力視されているのが籠神社です。籠神社の宮司家は、

海部（あまべ）氏で現在８２代目です。海部氏の家系図は、家系図として唯一国宝に指定されて

います。１９８７年１０月３１日（旧暦９月９日重陽の節句）に、当主から当主へ２０００年の

間伝世されてきた前漢時代(２０５０年ほど前)と後漢時代（１９５０年ほど前）の日本最古の二枚
の伝世鏡が籠神社に存在することが発表され、世間を驚かせました。元伊勢としての由緒書きも

あり、元伊勢神社に相応しいお宮です。 
社殿は神宮とほぼ同じ唯一神明造で、高欄には神宮と籠神社だけといわれている陰陽五行から

くる青・黄・赤・白・黒の五色の座玉（すえだま）があります。重要文化財に指定されている狛

犬や経筒など、お宝も数多く所蔵されているとききます。近く出かけられたときは是非お参りく

ださい。 
 

◇幹事報告 
1. 伊藤篤会員10／31で退会となりました。 

11／20例会時に挨拶に来て頂き記念品の贈呈をしたいと思います。 
2. 10／20ガバナー補佐訪問です。12時から食事をして頂き本日の行事の中でクラブ協議会を開催し
たいと思います。13：30には終了しないかもしれませんが、是非全員のご出席をお願い致します。
各委員長さんの発表は次の３点に留意してお願い致します。 
①クラブ計画書に書いてない事 ②書いてあっても強調したい事 ③普段自分が考えている事 

3. 11／13は例会変更のため休会となります。 
 



 - 3 -

◇出席報告 

会員総数 出免除数
出免
出席者

総出 出席率 メーク 欠席 訂正出席率

28 8 3 18 12.8 87.2 2 0 100%

前々例会本日の例会

 

本日の欠席者（2名）久保田光一君、後藤高一君、細川仁司君、宮澤眞君、倉澤敏恵さん 

［出席免除欠席者］（5名）伊藤清文君 佐々木治君、松下英一君、石田一実君、古林克己君 

【本日のビジター0名 】 

 本日のニコニコＢＯＸの合計は 0円。累計 442,000円です。 

本日のロータリー財団ＢＯＸの合計は 0円。累計 137,000円です。 

本日の米山記念奨学会ＢＯＸの合計は 0円。累計は 144,000円です。 

 

◇例会変更 

ロータリー名 変更日 曜日 理由 メーク場所 

伊那中央ＲＣ 11／20 火 規定による例会取り消し メークなし 

〃 11／27 火 夜間例会 海老屋 

 

◇本日の行事 『親睦旅行』 伊勢神宮公式参拝と志摩の旅  担当親睦・ＳＡＡ委員会 

伊勢神宮の 20 年に 1 度宮処を改められる式年遷宮が平成 25 年秋に行われることになり、奉賛
のお願いもされるようになって、伊勢神宮への関心も高まってきた折から、今年の親睦旅行は伊

勢神宮の特別参拝をメインに計画した。神社庁の許可をいただく関係で決定が遅れたが、会員１

８名とさつき会９名の合計２７名と今までになく多くの方が参加した。 
特別参拝のため、ネクタイ着用などの服装の決まりや、酒気帯びでの参拝は「ご遠慮願う」と

のお達しがあったために、バスの中でのビール・ワインなどのお飲み物の消費が控えられました

が、賑やかなサロン風景は例年どおりでした。 
伊勢に到着して､先ず外宮に参拝。昼食後、内宮へ参内し先ず神楽殿へ、他のいくつもの団体と一

緒に厳かに神楽の奏上（お祓いが行われ、雅楽が奏でられる中、御神札と神饌が供えられ、次に

祝詞が御神前に奏上され、続いて典雅な舞(神楽・舞楽)が捧げられました。そして、再び雅楽が奏
でられる中、お供えが下げられて、終了し、代表の宮嶋会長が御神札とおさがりの神饌をお受け

しました。） その後内宮の正宮の垣内に案内されて先日近藤正彰宮司に教えていただいたとおり

の所作で特別参拝済ませました。めったに体験できない特別参拝で、それぞれに感慨をもたれた

ものと思います。 
参拝後は、二見が浦経由でホテルへ。夕食は鳥羽市内の料亭「たまも」にて豪華な海の幸の炭

火焼(あわび､伊勢海老、さざえ、いさき､その他もろもろ)を満喫、視覚、味覚それとボリュームに
大満足な宴会となりました。 
翌日は、伊賀上野で忍者博物館、芭蕉翁記念館、組紐会館など歴史・文芸・民芸等文化の薫り

高い各種の館の見学で教養を一層深めることが出来た旅でした。 
また、伊勢神宮で、「赤福」が買えなかったためか、それ以外の場所では、バスが止まる都度皆さ

んがお土産などを買い求める姿は壮観でした。 
 伊勢神宮の御神札のご利益があらたかで、2 日間の親睦旅行中は穏やかな好天に恵まれ、参加し
た皆さんのご協力もあって楽しく有意義な旅が出来ました。 

親睦活動委員長 矢澤昭彦 


